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平成２３年度の吉野町戦没者追悼式が１０月１４日、午前９時３０分
から、菊花のベールに包まれた町中央公民館大ホールの祭壇に８５
８柱の英霊をお迎えして、おごそかに行われました。 
過去の戦争で国のため尊い犠牲となられた英霊に対して遺族を

はじめ、およそ１８０人が黙祷を捧げたあと、北岡町長が「祖国を思い、
家族団塊を何よりも念じながら戦地に散った方々無念に思いをはせ、

時を経てもなお癒されることもありません。戦没者ご遺族の今後のご
多幸を心からお祈り申し上げます」と式辞を述べ、来賓各位から追悼
の辞が述べられました。 
この後、吟道哲水流八州吟詠会の総師範である西岡水彰氏の
追悼奉吟、そして来賓、各種団体代表者、遺族の方々の献花がしめ
やかに行われ、戦没者の永久の冥福を祈りました。 

吉野町戦没者追悼式吉野町戦没者追悼式

１１
月
２
日
に
秋
の
褒
章
が
発
表
さ
れ
、

文
化
財
保
護
に
長
年
に
わ
た
っ
て
従
事
し

功
績
を
あ
げ
ら
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る
黄
綬

褒
章
を
、小
西
繁
俊
さ
ん（
吉
野
山
・
７６
歳
）

が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

小
西
さ
ん
は
吉
野
山
で
生
ま
れ
、６０
年

の
永
き
に
わ
た
り
桧
皮
葺
・
柿
葺
師（
三
代

目
）と
し
て
、国
宝
な
ど
の
社
寺
の
葺
き
替
え
工
事
に
従
事
さ
れ
、文
化
財

の
保
護
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。 

小
西
さ
ん
は
、「
先
祖
の
お
か
げ
と
皆
様
の
支
え
が
あ
っ
た
の
で
、こ
こ
ま

で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
。大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。今
後
共
、こ
の
章
に
恥
じ
な
い

よ
う
に
健
康
を
ゆ
る
す
か
ぎ
り
か
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」と
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 瑞
宝
双
光
章（
更
正
保
護
功
労
） 

　
　
　
　
辻
本
　
昇
一
氏（
丹
治
）受
章
 

１１
月
３
日
に
秋
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、更
正
保
護
等
に
長
年
に
わ
た
っ

て
従
事
し
功
績
を
あ
げ
ら
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る
瑞
宝
双
光
章
を
、辻
本
昇

一
さ
ん（
丹
治
・
７２
歳
）が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

辻
本
さ
ん
は
、昭
和
６１
年
３
月
２６
日
か
ら
２５
年
の
永
き
に
わ
た
り
、犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
正
に
努
め
ら
れ
、犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。 

又
、吉
野
町
保
護
司
会
会
長
と
し
て
保
護
司
の
資
質
向
上
に
尽
力
さ

れ
て
い
る
他
、平
成
２０
年
か
ら
２１
年
に
は
吉
野
地
区
保
護
司
会
の
会
長
も

務
め
ら
れ
吉
野
郡
の
保
護
司
会
活
動
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
功
績
が

認
め
ら
れ
、今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。 

黄
綬
褒
章（
文
化
財
保
護
） 

　
　
　
小
西
　
繁
俊
氏（
吉
野
山
）受
章
 

秋
の
叙
勲
で
、社
会
福
祉
等
に
長
年
に
わ
た
っ
て
従
事
し
功
績
を
あ
げ

ら
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る
瑞
宝
単
光
章
を
、上
森
康
弘
さ
ん（
国
栖
・
７３
歳
）

が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

上
森
さ
ん
は
、昭
和
５２
年
１２
月
１
日
か
ら
３３
年
の
永
き
に
わ
た
り
、担

当
地
域
の
相
談
援
助
活
動
や
要
援
護
世
帯
の
自
立
更
生
指
導
等
に
献
身

的
な
努
力
を
払
い
、地
域
社
会
の
福
祉
の
増
進
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。 

又
、吉
野
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長
と
し
て
、委
員
の
資
質
向
上

に
尽
力
し
、協
議
会
活
動
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、

今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。 

 瑞
宝
単
光
章（
社
会
福
祉
功
労
） 

　
　
　
　
上
森
　
康
弘
氏（
国
栖
）受
章
 

本
町
出
身
の
北
岡
伸
一
さ
ん（
現
東
京

都
文
京
区
・
６３
歳
）が
、専
門
の
日
本
政
治

外
交
史
の
研
究
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、こ
の

度
の
秋
の
褒
章
で
、紫
綬
褒
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。 

北
岡
さ
ん
は
、プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
客
員

研
究
員
、立
教
大
学
法
学
部
教
授
な
ど
を

経
て
、日
本
政
府
国
連
代
表
部
次
席
大
使
を
歴
任
し
現
在
、東
京
大
学
法

学
部
教
授
で
、研
究
分
野
の
歴
史
的
な
視
点
か
ら
、日
本
が
世
界
で
の
影

響
力
を
更
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
明
治
維
新
期
の
よ
う
な
、平
成
の「
開

国
進
取
」が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、国
際
社
会
の
日
本
に
つ
い
て
盛
ん
に

論
評
活
動
等
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 紫
綬
褒
章（
日
本
政
治
外
交
史
研
究
） 

　
　
北
岡
　
伸
一
氏（
上
市
出
身
）受
章
 

第２回国栖の里灯り展開催される第２回国栖の里灯り展開催される第２回国栖の里灯り展開催される 

 地元の木製品や和紙といった素材を活かした「灯り」で地場産業・
観光等の振興を図るため、１０月１６日、秋晴のもと、ものづくりの里で、
第２回国栖の里灯り展が開催され、多くの人々が訪れました。
始めに、窪垣内の河原で吉野歴史資料館　池田館長が「国栖の歴史」

について講話し、参加者は国栖地区の歴史的背景などに耳を傾けて
いました。続いて、天理大学雅楽部による雅楽演奏が行われました。

　参加者は悠久の歴
史の地で日本古来の
音楽や舞に酔いしれ
ていました。
また、旧国栖幼稚園前の広場では、商工会青年部や地域の方々、
熊野商工会議所によるバザーが開催され、屋台には多くの人が集ま
りました。
日が傾き始めた午後４時、開会点火式が行われました。始めに、国
栖の里観光協会　植会長が「本日は、皆様のご協力を得たお陰で第２

回の国栖の里灯り展を開催できたこと、たいへん嬉しく思っています」とあいさつしました。続いて、北岡町長や国
栖地区区長会福冨会長らがロウソクへ点火しました。日が暮れるとともに灯りは暖かさと美しさが増し、来場者を
魅了していました。この日は、おはなしらんどカンブリアによる人形劇「化
粧をした桜木さん」と影絵「龍門騒動」が上演されました。
また、大阪芸術大学イナカデザイン研究会による「似顔絵コーナー」。
その場で絵やメッセージを描いて気軽にオリジナル灯りを作る「メッセー
ジあんどん作り」も開催されました。
国栖の里灯り展と同時開催された吉野中学校によるＪｒ山灯り展は、生

徒達の発想豊かな個性あふれる作品も展示されていました。
今後も国栖の里灯り展が地域の風物詩として定着し、厳しい自然の中

で生まれ引き継がれて来た、国栖の技や伝統が集結して、甦った灯りは、きっと人々の心に灯ることでしょう。

 

 

臨
時
議
会

平
成
二
十
三
年
第
三
回
臨
時
議
会

は
、十
月
二
十
一
日
招
集
さ
れ
ま
し
た
。 

案
件
の
大
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

 予

算

案

件

◆
平
成
二
十
三
年
度
吉
野
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
案
）
第
五
号
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　（
可
決
）

既
定
の
予
算
総
額
に
、歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
八
千
三
百
万
円
を
追
加
し
、

総
額
五
十
億
五
千
三
百
四
十
三
万
七

千
円
と
な
り
ま
し
た
。 

主
な
も
の
は
、台
風
１２
号
に
よ
る
災

害
で
、町
道
・
消
防
道
・
公
共
土
木
施
設
・

農
業
施
設
等
の
災
害
復
旧
関
連
事
業

費
等
の
増
額
補
正
で
す
。 
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